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朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
及
び
第
四
回
六
者
会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
に
矛
盾
す
る
日
韓
原
子
力
協
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

提 

出 

日   
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日 

答
弁
書
受
領
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
ニ
月
十
六
日 

                 

 
 

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ヨ
ル
ダ
ン
及
び
ロ
シ
ア
の
各
国
と
我
が
国
と
の
原
子
力
協
定

の
承
認
に
つ
い
て
、
現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
協
定
に

基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た 
核
物
質
及
び
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た

核
物
質
の
濃
縮
又
は
再
処
理
の
扱
い
（
以
下
「
濃
縮
・
再
処
理
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
協
定
間
で
同
様
の
扱
い
と 

は
な
っ
て
い
な
い
。 

 

具
体
的
に
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
及
び
ベ
ト
ナ
ム
と
の
各
協
定
に
お
い
て
は
、
片
務
的
に

我
が
国
が
同
意
し
な
い
限
り
こ
れ
ら
の
国
の
管
轄
内
に
お
い
て
濃
縮
・
再
処
理
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い 

規
定
（
以
下
「
Ａ
規
定
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
韓
国
及
び
ロ
シ
ア
と
の
各
協
定
に
お
い
て
は
、
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
濃

縮
度
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
ま
で
は
双
方 

と
も
自
由
に
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
規

定
（
以
下
「
Ｂ
規
定
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
一
九
九
二
年
の
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
に
お
い
て
は
、

「
南
と
北
は
核
再
処
理
施
設
と
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
を
保
有
し
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、

ま
た
、
二
〇
〇
五
年 

の
第
四
回
六
者
会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
に
お
い
て
は
、「
一

九
九
二
年
の
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
は
、
遵
守
さ
れ
、
か
つ
、
実

施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
明
記
さ 

れ
、
我
が
国
も
同
意
し
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
今
般
の
日
韓
原
子
力
協
定
で
、
韓
国
が
自
由
に
濃
縮
度
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
未
満
ま
で
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら

の
共
同
宣
言
及
び
共 

同
声
明
に
矛
盾
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
の
濃
縮
・
再

処
理
計
画
の
完
全
放
棄
を
求
め
、
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化
を
目
指
す
我
が
国
の
外
交
姿

勢
と
の
関
係
か
ら
多
く
の
国
民
が
疑
念
を
有 

し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

 

一 

我
が
国
が
他
国
及
び
地
域
と
既
に
締
結
し
た
原
子
力
協
定
の
す
べ
て
に
お
い

て
、
濃
縮
・
再
処
理
の
扱
い
が
Ａ
規
定
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
Ｂ
規
定
と
な
っ
て

い
る
も
の
又
は
そ
の
他
の 

規
定
（
以
下
「
Ｃ
規
定
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
・
地
域
名
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の

う
ち
Ｃ
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
・ 

地
域
別
に
そ
の
概
要
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

質 

問 

                       

一
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
「
片
務
的
に
我
が
国
が
同
意
し
な
い
限
り
こ
れ
ら
の
国
の
管
轄
内
に
お
い
て
濃

縮
・
再
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
規
定
」、
「
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
濃
縮
度
二
十 

パ
ー
セ
ン
ト
未
満
ま
で
は
双
方
と
も
自
由
に
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
規
定
」
及
び
「
そ
の
他

の
規
定
」
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、

我
が
国
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定
に
お
い
て
は
、
我
が
国 
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二 

韓
国
が
既
に
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定
に
お
い
て
、
濃
縮
・
再
処
理
の
扱
い

が
、
相
手
国
が
同
意
し
な
い
限
り
韓
国
の
管
轄
内
に
お
い
て
濃
縮
・
再
処
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
規 

定
（
以
下
「
Ａ
′
規
定
」
と
い
う
。）
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

Ｂ
規
定
と
な
っ
て
い
る
も
の
又
は
Ｃ
規
定
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
政
府
の

承
知
す
る
範
囲
で
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
・ 

地
域
名
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の

う
ち
Ｃ
規
定
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
承
知
す
る
範
囲
で
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
・
地
域

別
に
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

   

三 

今
般
の
日
韓
原
子
力
協
定
の
濃
縮
・
再
処
理
の
扱
い
に
つ
い
て
、
Ａ
規
定
と
な

ら
な
か
っ
た
理
由
及
び
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

四 

一
九
九
二
年
の
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
が
あ
る
た
め
に
、
韓

国
側
も
濃
縮
・
再
処
理
を
行
う
こ
と
は
な
く
、
実
際
に
は
日
韓
原
子
力
協
定
の
Ｂ
規

定
は
活
用
さ
れ
な
い 

と
の
外
務
省
担
当
官
の
説
明
が
十
二
月
一
日
の
公
明
党
・
外

交
安
全
保
障
部
会
で
な
さ
れ
た
が
、
野
田
内
閣
も
同
様
の
見
解
な
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

 

五 

二
〇
〇
五
年
の
第
四
回
六
者
会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
に
つ
い
て
は
、
も
は
や

我
が
国
は
遵
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
な
い
の
か
、
野
田
内
閣
の
認
識
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

も
し
、
遵
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
一
九
九
二
年

の
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
関
す
る
共
同
宣
言
は
、
遵
守
さ
れ
、
か
つ
、
実
施
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。」
と 

の
規
定
と
、
今
般
の
日
韓
原
子
力
協
定
に
お
い
て
韓
国
が
自
由

に
濃
縮
度
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
ま
で
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ

と
の
整
合
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
両
者
に
整
合
性
が
あ
る
と
考
え
る
場

合
、
そ
の
理
由
と
と
も
に
、
野
田
内
閣
の
見
解
を
国
民
が
分
か
る
よ
う
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

 

質 

問 

 

が
大
韓
民
国
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
署
名
し
て
い
る
原
子
力
協
定
と
同
様

に
、
濃
縮
（
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
縮
度
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限

る
。
）
及
び
再
処
理
を
規
制
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
が
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ

ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定
に
お
い
て
は
、

濃
縮
及
び
再
処 

理
を
規
制
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。 

  

二
に
つ
い
て 

 

御
指
摘
の
「
濃
縮
・
再
処
理
の
扱
い
が
、
相
手
国
が
同
意
し
な
い
限
り
韓
国
の
管
轄
内
に

お
い
て
濃
縮
・
再
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
規
定
」、「
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
濃

縮 

度
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
ま
で
は
双
方
と
も
自
由
に
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
規
定
」
及

び
「
そ
の
他
の
規
定
」
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
例
え
ば
、
大
韓
民
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定

に
お
い
て
は
、
濃
縮
（
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
縮
度
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も

の
に
限
る
。） 

及
び
再
処
理
を
規
制
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
大
韓
民
国
が
グ
レ
ー

ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定
に

お
い
て
は
、
濃
縮
及
び 

再
処
理
を
規
制
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
に
署
名
さ
れ
た
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力

の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
大
韓
民
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
本
協
定
」
と
い
う
。
）

第
九
条 

（
以
下
「
本
規
定
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
及
び
大
韓
民
国
が
そ
れ
ぞ

れ
第
三
国
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
原
子
力
協
定
に
お
い
て
、
濃
縮
（
同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二

三
五
の
濃
縮 

度
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
再
処
理
を
規
制
す
る
規

定
が
置
か
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
濃
縮
及
び
再
処
理
を
規
制
す
る
規

定
の
在
り
方
を
両 

国
間
で
検
討
し
た
結
果
、
本
協
定
に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
本
規
定
に
よ
っ
て
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
問
題
が
生
じ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

現
在
、
大
韓
民
国
は
、 

ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
を
保
有
し
な
い
と
の
点
を
含
む
原
子
力
政
策
を

有
し
て
お
り
、
ウ
ラ
ン
の
濃
縮
を
大
韓
民
国
が
行
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

平
成
十
七
年
の
第
四
回
六
者
会 

合
に
関
す
る
共
同
声
明
（
以
下
「
共
同
声
明
」
と
い
う
。
）

は
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
関
す
る
基
本
的
文
書
の
一
つ
で
あ
り
、
我
が
国
と
し
て
も
重
視
し

て
い
る
が
、
我
が
国
と
大
韓
民
国
と 

の
間
の
国
際
法
上
の
権
利
義
務
関
係
を
設
定
す
る
本

協
定
と
は
別
の
枠
組
み
で
あ
り
、
本
協
定
の
規
定
に
影
響
さ
れ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は

な
い
。 
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六 

今
般
の
日
韓
原
子
力
協
定
で
、
韓
国
が
自
由
に
濃
縮
度
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

ま
で
濃
縮
・
再
処
理
で
き
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
北
朝
鮮
の
濃
縮
・
再
処
理

計
画
の
完
全
放
棄
を
求
め
、
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化
を
目
指
す
我
が
国
の
外
交
姿
勢
と

の
関
係
か
ら
矛
盾
し
、
む
し
ろ
濃
縮
・
再
処
理
を
一
方
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
北
朝

鮮
に
口
実
を
与
え
る
の
み
と
の
指
摘
が
世 

界
か
ら
な
さ
れ
う
る
と
考
え
る
。
野
田
内

閣
は
ど
の
よ
う
な
説
得
力
の
あ
る
説
明
を
行
う
の
か
、
国
民
が
分
か
る
よ
う
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

  
 

右
質
問
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 
 

六
に
つ
い
て 

 

本
協
定
は
、
我
が
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
に
国
際
法
上
の
権
利
義
務
関
係
を
設
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
当
事
者
で
は
な
い
北
朝
鮮
に
対
し
て
何
ら
権
利
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
北
朝
鮮
は
、
共
同
声
明
に
お
い
て
全
て
の
核
兵
器
及
び
既
存
の
核
計
画
を
放
棄
す
る
こ

と
を
自
ら
約
束
し
、
同
旨
の
義
務
を
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
い
て
負
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
や
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
保
障
措

置
協
定
等
の
国
際
規
範
の
下
で
核
不
拡
散
と
原
子
力
の
平
和
的
利
用
を
柱
と
す
る
原
子
力

政
策
を
推
進
し
て
い
る
大
韓
民
国
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。 
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